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訪日外国人旅行者数の推移
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ビジット・ジャパン
開始

万人

出典：ＪＮＴＯ（日本政府観光局）

1月：121.8万人 (29.1％増）

2月：138.7万人 (57.6％増）

1448.8万人
（48.8%増）

4月：176.5万人 (43.3％増）

3月：152.6万人 (45.3％増）

5月：164.2万人 (49.6％増）

6月：160.2万人 (51.8％増）

7月：191.8万人 (51.0％増）

8月：181.7万人 (63.8％増）
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9月：161.2万人 (46.7％増）

○ 2015年9月の訪日外国人旅行者数は、9月として過去最高となる161.2万人（前年比46.7%増）、1～9月の合
計では1,448.8万人（前年比48.8％増）となった。

○ 10月9日時点で、1500万人を超えたことを確認しており、引き続き好調に推移している。



（図）訪日外国人
旅行消費額の推
移

（億円）

（図）国籍・地域
別の旅行消費額
と構成比

◯ 2014年（平成26年）の訪日外国人の旅行消費額は、前年比約4割増の2兆278億円と過去最高となった。
○ 2015年（平成27年）1-9月期の訪日外国人の旅行消費額は、前年同期比77.0％増の2兆5,967億円となり、2014年（平成26年）の年間値を超えるとと
もに、過去最高額となっている。国籍・地域別では、中国1兆1,016億円、台湾3,922億円、韓国2,168億円の順となり、中国が全体の約4割を占める。
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【受入環境整備に係る課題に対する調査・検証・実証実験等の実施】

○訪日外国人旅行者数が増えていく中、多くの訪日外国人旅行者を万全に迎え入れる取組
を加速させることが必要。

主な受入環境整備の課題

○通訳案内士（ガイド）

○宿泊施設不足 ○貸切バスの路上混雑 ○安全・安心の確保

○ＣＩＱ（税関・入管・検疫）

外国人旅行者が不慮の
ケガや病気になった際
の医療機関等に関する
情報提供体制が不十分

受入環境整備の課題

都市部を中心に乗降場
所での長時間駐車や路
上駐車による交通渋滞
等が発生

空港・港での混雑によ
り、出入国審査に時間を
要する事案が発生

これらの課題等に迅速に取り組む必要

大都市部への偏在、英語へ
の偏在、ガイドニーズの多
様化等、様々な課題が顕在
化
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・東京、大阪等都市部のホテル
の稼働率は高い水準で推移

・地方の宿泊施設は余裕が
あるが、外国人受入環境に課題

○観光地域づくりの体制（DMO）

日本版DMOのような、観光
地経営の視点を持った観光
地域づくりに携わる組織・人
材が必要
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◯2015年（平成27年）8月の客室稼働率は全国で70.2%となった。特に、東京都と大阪府は80％を
超える高い客室稼働率となった。

（図）客室稼働率の推移（％）

出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」



日本人の国内旅行・宿泊の状況

出典：観光庁「旅行・観光消費動向調査」

◯2014年（平成26年）の日本人国内延べ旅行者数は5億9,522万人で、対前年比5.7％の減少となった。内訳を
見ると、日帰り旅行は延べ2億9,788万人で対前年比4.1％減、宿泊旅行は延べ2億9,734万人で対前年比
7.2％の減少となった。

◯同年の日本人国内旅行の消費額についても、日帰り旅行が4.5兆円で対前年比5.0％減、宿泊旅行が14.4兆
円で対前年比8.8％の減少となった。
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※１ ： 外国人旅行者数は、各国・地域ごとに異なる統計基準により算出・
公表されているため、これを厳密に比較する際には統計基準の違い
に注意することが必要である。
（例：外国籍乗員数（クルー数）について、日本の統計には含まれない
が、フランス、スペイン、中国、韓国等の統計には含まれている）

※２ ： 外国人旅行者数のうち、隣国から陸路により入国する旅行者数が
大半を占める国・地域も数多く存在しており、例えばフランス、イタリ
ア、英国といった受入数上位国でも、空路による旅行者数に限定すれ
ば、概ね2000万人強となっている。
（島国である日本は、約95％が空路による入国者である）

外国人旅行者受入数の国際比較（2014年）

千人

出典： 世界観光機関（UNWTO）、各国政府観光局 作成： 観光庁（JＴＡ）
注1： 本表の数値は2015年6月時点の暫定値である。
注2： ★印を付したアラブ首長国連邦、デンマーク、アイルランドは、2014年の数値が不明であるため、2013年の数値を採用した。
注3： アラブ首長国連邦は、連邦を構成するドバイ首長国のみの数値が判明しているため、その数値を採用した。
注4： 本表で採用した数値は、韓国、日本、台湾、ベトナムを除き、原則的に1泊以上した外国人訪問者数である。
注5： 外国人訪問者数は、数値が追って新たに発表されたり、さかのぼって更新されることがあるため、数値の採用時期によっ

て、そのつど順位が変わり得る。
注6： 外国人旅行者数は、各国・地域ごとに日本とは異なる統計基準により算出・公表されている場合があるため、これを比較す

る際には注意を要する。
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空路又は水路による外国人旅行者受入数の国際比較（２０１３年）
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日本は世界で16位 アジアで7位（2013年）

日本は世界で11位、アジアで５位に相当（2014年）
（2014年の訪日外国人旅行者数は1341万人）
（全て空路又は水路）

データなし

出典：ＵＮＷＴＯ
注1）外国人旅行者数は、各国・地域ごとに異なる統計基準により算出・公表されているため、これを厳密に比較する際には統計基

準の違いに注意することが必要。
注2）本表の数値は2015年1月時点の暫定値である。
注3）本表で採用した数値は、★印を付した国・地域を除き、原則的に1泊以上した外国人旅行者数である。
注4）本表で採用した数値は、空路、水路、陸路の交通手段のうち、陸路（自動車等による入国）を除いた外国人旅行者数である。
注5）ドイツ、マレーシア、オーストリア、オランダ、アラブ首長国連邦、チェコ、スイス、ポルトガル、ベルギー、デンマークは、交通手

段別のデータがないため、空路又は水路による外国人旅行者数は不明である。
注6）外国人旅行者数は、数値が追って新たに発表されたり、さかのぼって更新されることがあるため、数値の採用時期によって、 そ

のつど順位が変わり得る。

フランス・英国・イタリアといった世界の観光先進国も
空路・水路では2000～3000万人台
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観光立国に向けた中長期的な戦略の必要性

さらに増加する訪日外国人旅行者が、満足度を落とさずリピーターになってもらえ
るような、世界に誇る魅力あふれる国づくりが必要
⇒中長期的観点から政府全体で総合的・戦略的に取り組むことが必要

○国の姿・社会のあり方

・質の高い観光立国の実現
・内外からの交流拡大による国・地域の活性化
・少子高齢化社会における観光サービスの質の維持・向上
・外国人との日常的な共存

etc.
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主要な検討課題

○観光立国に向けた環境整備
・景観、まちづくり、インフラ整備、交通網の充実
・宿泊等観光産業の生産性向上、経営改革、人材育成
・保険、防災など安心の確保、バリアフリー
・国民意識の醸成、観光教育

○観光資源の充実
・文化財、伝統工芸、伝統芸能、自然公園等の保全と活用
・農林水産業をはじめとする地場産業との連携
・医療、スポーツ、食、アニメなどコンテンツの充実

○国内観光の振興
・休暇改革、旅行費用の低廉化など

○戦略的マーケティング
・データ、ICT、富裕層、青少年交流、リピーター確保など

○投資拡大のための規制緩和、融資制度、税制や観光財源論などの制度改革
etc.
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